
２０２６年７月１２日 礼拝説教要旨 

ヨハネによる福音書講解説教８６「祝福を受け継ぐ」 

創世記１２：１〜３、ヨハネ１６：１２〜１５ 

 

今日は第１６章１２〜１５節という区切りで読みましたが、ここに三位一体が示されています。

１５節「父が持っておられるものはすべて、わたしのものである」とあります。ここに「父」

が出てきます。そして「わたし」はイエスさまですから「子」が出てくる。父と子の一体性が

ここで言われています。そして１３節に「真理の霊」つまり「聖霊」が出てきます。「父」「子」

「聖霊」がこの短い箇所にしっかり収まっているのです。聖書の中にはどこを探しても「三位

一体」という言葉はないのですが、今日のところなどは三位一体の根拠となるような、三位一

体について十分に語り得る箇所だと思います。 

 

三位一体の信仰がわたしたちの救いの筋道を作っています。例えば受洗準備の中で用います『ハ

イデルベルク信仰問答』では比較的はじめの方でこの三位一体について扱います。使徒信条に

ついての問答に入る前にこの信条がどういう構造になっているのかを問うて、「父なる神とわ

たしたちの創造について、子なる神とわたしたちの贖いについて、聖霊なる神とわたしたちの

聖化について」（問２４）と答えます。ここから創造、贖い（救済）、聖化（完成）という救い

の筋道が見えて来ます。三位一体とは、単に父と子と聖霊という三つの位格について教えてい

るだけではありません。それぞれの働き、役割があり、それらが合わさり連携して人類の救い

が行われます。 

 

１３節「真理の霊が来ると、あなたがたを導いて真理をことごとく悟らせる」とあります。こ

の新共同訳聖書の訳は少々意訳でして、原文ではもっとシンプルに「真理の霊が来るとき、あ

なたがたを真理の中に導く」と訳した方がよいでしょう。「導く」（ホデゲオー）という言葉は、

「道」（ホドス）と「先に行く」（ヘゲオーマイ）という言葉が合わさってできた言葉です。道

の先に行くということから「導く」「案内する」という意味になります。真理の霊、聖霊は、絶

えずわたしたちに先立って真理、神さまの救いの中にわたしたちを導きます。あの出エジプト

の時に、「昼は雲の柱が、夜は火の柱が、民の先頭を離れることはなかった」（出エジプト１３：

２２）を思い出します。 

 

注目したいのは、「真理の中に」（エン テー アレセイア）という部分です。「真理を悟らせる」

のではなく「真理の中に導く」のです。その救いの中に捕らえられ、規定される。１３節に「そ

の方は、自分から語るのではなく、聞いたことを語り、また、これから起こることをあなたが

たに告げるからである」とあります。「その方」聖霊は、自分から語るのではない。自由奔放に

語りたいことを語るのではなく、聞いたこと、そしてこれから起こることを語る。それは何を

意味しているのでしょうか。それはこの後に起こるイエスさまの十字架とよみがえりの出来事

を示していると考えてよいでしょう。その救いについて、つまり十字架とよみがえりによる罪

の赦しと、新しい命について聖霊は聞き、そして語るのです。それは聖書の伝えるイエスさま

の救い、福音そのものと捉えることができるでしょう。わたしたちはその福音の中に導かれ、

そこに規定されます。 

 

さらに１４節に「その方はわたしに栄光を与える。わたしのものを受けて、あなたがたに告げ

るからである」とあります。聖霊はイエスさまに栄光を与える。これはどういうことでしょう。



聖霊がわたしたちにイエスさまの救いを告げ知らせることによって、わたしたちが救いを喜び

感謝して、イエスさまに栄光を帰すようになるということです。言わば、イエスさまを礼拝す

るようになることです。ここに救いの目的があります。救われた者は必然的に神さまを礼拝す

る者へと導かれます。そして重要なことは、このことは将来の終末と深く結びついています。

わたしたちが毎週礼拝を献げますのは、終末の先取りです。終末のリハーサルをしていると申

し上げてよいでしょう。例えば、ヨハネの黙示録には、終末の光景として「天上の礼拝」の様

子が記されています。「昼も夜も神殿で神に仕える」（黙示録７：１５）いわゆる四六時中の礼

拝です。ここに救いの目的、完成形があります。聖霊はその完成に向かってわたしたちを導く

神さまご自身の働きです。 

 

すべてをお造りになられた創造主なる神さまが、御子イエスさまを与えて十字架とよみがえり

の御業によって救いの道を備えてくださいました。そして聖霊がその救いの道であるイエスさ

まにわたしたちをつなぎとめ、終末の完成まで導いてくださる。創造、救済、完成という道筋

がはっきりと今日の御言葉に示されています。わたしたちはそこに規定されます。規定される

というと堅苦しい印象があるかもしれません。イエスさまはおっしゃいました。「わたしは道で

あり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父のもとに行くことができない」

（１４：６）それはイエスさまという救いの道の中に定められることです。わたしたちはこの

道をとおって救いに至るのであって、他に道はありません。 

 

エコノミック・トリニティー（経綸的三位一体）という言葉があります。エコノミックはもと

もと神学用語で、いわゆる創造・救済・完成という三位一体の救いの筋道のことを指します。

エコノミーの語源はギリシア語のオイコノミアから来ています。これは家を管理するという意

味があるそうです。無駄なく家事などを取り仕切っていくこと。そこから経済のイメージが出

てくるのかもしれません。お料理をされる方は、やはり無駄がないように、余計な手間をかけ

ずに効率的になさるでしょう。結果としてそれがエコノミーなのです。 

 

神さまの救いもエコノミーです。筋道が決まっている。余計なことはありません。父なる神さ

ま、子なるイエスさま、そして聖霊なる神さまが働いて、創造・救済・完成の筋道の中に導き

入れてくださいます。神さまは広い罪の世界にわたしたちを野放しにされるのではありません。

自分の行きたいように行きなさいというのではない。道であり真理であり命であるイエスさま

を通らなければ神さまのもとに行くことはできないのです。神さまはアブラハムに「あなたは

生まれ故郷、父の家を離れて、わたしが示す地に行きなさい」と言われました（創世記１２：

１）。アブラハムはその目的地に辿り着くための祝福の源になります。「地上の氏族はすべてあ

なたによって祝福に入る」（創世記１２：３）アブラハムの祝福を受け継ぐことによって目的地

に入ることができる。この祝福は、やがてイエスさまの救いに受け継がれ、わたしたちもまた

この祝福を受け継ぎ、目的地、神さまの御国に向かうのです。その救いの道筋に委ねることが

信仰です。 

 

天の父よ。あなたが救いの筋道をすべて備えてくださることを感謝します。父、子、聖霊なる

神さまが働いて、この救いに至る道へと導いてくださいます。どうぞそこに信頼して歩む者と

ならせてください。神さまの救いに余計なものを加えようとする誘惑から自由にしてください。

主の御名によって祈ります。アーメン。 


